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新
規
予
算
を
使
わ
ず
に

取
り
組
め
る
メ
リ
ッ
ト

　

昨
年
10
月
22
日
の
地
球
温

暖
化
対
策
計
画
の
閣
議
決
定

を
受
け
、
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
の

た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支

援
や
再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
・

省
エ
ネ
推
進
の
取
り
組
み
が

加
速
す
る
の
は
間
違
い
な
い
。

国
の
中
期
目
標
で
あ
る
、
30

年
度
で
温
室
効
果
ガ
ス
を
13

年
度
対
比
で
46
％
削
減
、
さ

ら
に
50
％
の
高
み
に
向
け
て

石
狩
市
な
ど
29

市
町
村
が
表
明

（
別
表
参
照
）、

今
年
に
な
っ
て

２
自
治
体
が
加

わ
り
、
合
計
31

市
町
村
と
な
っ

て
い
る
。
今
後

さ
ら
に
増
え
る

見
込
み
だ
。

挑
戦
を
続
け
て
い
る
か
ら
だ
。

道
内
で
も
多
く
の
自
治
体
が

カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
に
関
心
を
寄

せ
て
い
る
。

　

環
境
省
は
、
２
０
５
０
年

に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
、

ま
た
は
二
酸
化
炭
素
を
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
す

こ
と
を
首
長
自
ら
、
ま
た
は

地
方
自
治
体
と
し
て
公
表
し

た
自
治
体
を
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
と
し
て
い
る
。

　

道
内
で
は
20
年
２
月
に
後

志
管
内
古
平
町
が
い
ち
早
く

宣
言
し
、
昨
年
12
月
28
日
ま

で
に
札
幌
市
や
ニ
セ
コ
町
、

　

た
だ
、
一
方
で
、
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
表
明
を
前

向
き
に
検
討
し
な
が
ら
も

「
何
を
し
て
よ
い
の
か
」
と

い
う
悩
み
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
市
町
村
も
少
な
く
な
い
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
で
、
防
災
・
危
機
管
理

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
越
智
文
雄

あ
か
り
み
ら
い
社
長
は
「
ま

ず
第
一
歩
と
し
て
着
手
で
き

る
の
が
、
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
」
と
、
こ
う
述
べ
る
。

 

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
求
め
ら
れ

る
数
々
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
計
画
の
中
で
新
規
予

算
を
使
わ
ず
に
取
り
組
め
る

こ
と
で
す
。
リ

ー
ス
を
活
用
す

る
こ
と
で
大
き

な
財
政
メ
リ
ッ

ト
も
生
じ
ま
す
。

蛍
光
管
や
電
球

が
切
れ
る
た
び

に
交
換
し
た
り
、

寿
命
の
来
た
安

定
器
を
壊
れ
た

も
の
か
ら
電
気

屋
を
呼
ん
で
一

灯
ず
つ
Ｌ
Ｅ
Ｄ

器
具
に
交
換
し

て
い
く
の
で
は

な
く
、
役
場
も

学
校
も
病
院
も

図
書
館
も
公
民

館
も
街
路
灯
も

野
球
場
も
す
べ

て
一
度
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
し
て
し
ま

う
の
で
す
」

　

同
社
の
強
み

は
、
公
共
施
設

の
数
百
も
の
既

存
照
明
を
一
度

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
に
あ
た

り
、
独
自
に
開
発
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
り
短
期
間
で
正

確
な
見
積
も
り
を
無
料
で
行

え
る
こ
と
。
照
明
配
置
図
を

送
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
総
体

費
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

削
減
電
力
量
や
削
減
電
気
料

金
、
費
用
対
効
果
を
提
案
で

き
る
。
施
設
ご
と
の
積
み
上

げ
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
削
減

量
や
リ
ー
ス
活
用
で
生
じ
る

年
間
メ
リ
ッ
ト
も
正
確
に
試

算
す
る
。

 

「
照
明
の
電
力
削
減
率
は
お

よ
そ
７
割
か
ら
８
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。
通
常
、
自
治
体

の
施
設
事
務
所
や
学
校
の
電

気
料
金
の
お
よ
そ
３
割
か
ら

５
割
は
照
明
の
た
め
、
そ
の

７
割
が
削
減
さ
れ
た
と
す
る

と
、
町
村
で
数
千
万
円
、
市

は
億
円
単
位
の
電
気
料
金
削

減
が
可
能
と
な
り
ま
す
」（
越

智
社
長
）

　

二
酸
化
炭
素
削
減
量
に
つ

い
て
も
、

 

「
弊
社
の
試
算
で
は
、
小
さ

な
町
村
で
年
間
数
百
㌧
、
市

で
は
年
間
千
㌧
か
ら
万
㌧
単

位
で
削
減
で
き
ま
す
。
こ
れ

は
自
治
体
の
掲
げ
る
二
酸
化

炭
素
削
減
目
標
の
数
年
分
を

１
年
で
回
収
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ

の
一
番
の
近
道
と
な
り
ま
す
。

政
府
が
30
年
ま
で
の
削
減
計

画
を
上
積
み
し
た
こ
と
で
、

自
治
体
に
も
上
積
み
が
要
請

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
か
ら
、
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し

て
は
今
、
取
り
組
む
べ
き
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
」（
同
）

道
内
50
超
の
市
町
村
で

実
行
も
し
く
は
検
討
中

　

あ
か
り
み
ら
い
は
２
０
１

１
年
の
創
業
以
来
、
道
内
１

７
９
市
町
村
の
う
ち
１
０
０

以
上
の
市
町
村
に
試
算
提
案

し
た
実
績
が
あ
り
、
す
で
に

50
以
上
の
市
町
村
で
１
０
０

０
件
を
超
え
る
公
共
施
設
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
行
も
し
く
は

具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
。

21
年
度
は
沼
田
町
や
秩
父
別

町
、
石
狩
市
、
士
別
市
、
士

幌
町
な
ど
の
自
治
体
で
受
注

し
、
22
年
度
も
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
な
ど
で
確
実
に
上

積
み
で
き
る
見
込
み
。
昨
年

11
月
に
は
静
岡
県
沼
津
市
、

伊
東
市
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
関
す

る
説
明
を
行
う
な
ど
、
全
国

展
開
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

る
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
電

力
危
機
を
受
け
て
閣
議
決
定

さ
れ
た
高
効
率
照
明
へ
の
切

り
替
え
の
推
進
を
「
あ
か
り

未
来
計
画
」
と
呼
ん
だ
。
こ

れ
に
対
し
、
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ

の
実
現
に
向
け
た
本
格
的
な

取
り
組
み
を
越
智
社
長
は

「
新
あ
か
り
未
来
計
画
」
と

提
唱
す
る
。

　

大
き
な
市
も
小
さ
な
町
村

も
、
人
口
が
多
く
て
も
少
な

く
て
も
、
す
べ
て
の
自
治
体

が
平
等
に
で
き
る
の
が
カ
ー

ボ
ン
ゼ
ロ
へ
の
道
で
あ
る
。

鉄道記念館（猿払村）

市民ギャラリー（士別市）

公共施設レストラン（士別市）

野球場（猿払村）

▶
あ
か
り
み
ら
い
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ

り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
公
共

施
設
の
一
例

「ゼロカーボンシティ」を
宣言した北海道の市町村
古平町
札幌市
ニセコ町
石狩市
稚内市
釧路市
厚岸町
喜茂別町
鹿追町
羅臼町

富良野市
当別町
小樽市
紋別市
苫小牧市
足寄町
更別村
清水町
沼田町
旭川市

室蘭市
名寄市
大樹町
秩父別町
釧路町
弟子屈町
三笠市
妹背牛町
上士幌町

あかりみらいが「新あかり未来計画」　　 提唱

「カーボンゼロの第一　歩は
  公共施設のLED化　から」

昨年10月、地球温暖化対策閣議決定で
加速する再エネ導入拡大・省エネ推進


